
１日(火) にじいろで遊ぼう 15日(火) こあら組クラス懇談会 

２日(水) こあら組プレイデー 16日(水) 園医健診（乳児、３～５歳児）

３日(木) らっこ組プレイデー 

豆まき 

17日(木) 避難訓練 

18日(金) 食育の日(盛り付け隊)、観劇会

７日(月) ぱんだ組参観懇談 22日(火) 誕生会 

８日(火) うさぎ組プレイデー 25日(金) にじいろのこ配布(らいおん組)

PTA会計監査９日(水) きりん組参観懇談

10日(木) らいおん組参観懇談 28日(月) お別れ会 

８日(火) 避難訓練 

15日(火) にじいろのこ回収日（2～4歳）

16日(水) 卒園式 

17日(木) 保育園入園オリエンテーション 

18日(金) 幼稚園1日入園 

25日(金) 終わりの式、離任式 

にじいろ通信 
令和４年１月 19 日 第 11 号 札幌市立認定こども園にじいろ 

にじいろホームページは             で検索してください。認定こども園 にじいろ

２月行事予定 -------------------------------------------------------------------------------------

３月行事予定 

新型コロナウイルスの

感染状況に応じて行事

が変更になる場合があ

ります。 

１日(火) うさぎ組クラス懇談会  

２日(水) らっこ組クラス懇談会  

3 日(木) ひなまつり 

     PTA役員運営委員会 

４日(金) 誕生会 

     にじいろのこ配布日（２～４歳） 

     にじいろのこ回収日（らいおん組） 

年が明けると、あっという間に春が訪れます。らいおん組は卒園に向けて、様々な活動に取り組んでい

ます。昨年末には、小学校の見学や児童会館へ遊びに行きました。小学校では、小学生からの歓迎や体格

差に緊張しながらも、学校の怪談に出てくる人体模型が本当にあることに驚いたり、にじいろよりも図書

室が大きいことに喜んだりして、楽しく探検をしてきました。児童会館では、触れたことのない玩具がた

くさんあり、少し難しいことも楽しみながら、夢中になって遊んできました。「またいきたいな」と日々

の中で話す姿もあり、春からの新しい生活に少しずつ期待も膨らんできているようです。 

                                 保育教育主任 浅野 伸江 

※毎週金曜日は『絵本貸出日』

となっています。 

新しい年 2022年が始まりました。 

今年もどうぞよろしくお願いいたします。 

今日から三学期が始まります。感染症対策をしながらも、雪遊びでたくさん体を動かしたり、節分な

どの行事を楽しんだりしながら、様々な活動を通して心も体も充実した毎日にしていきたいと思いま

す。子どもたちが期待をもって新しい春を迎えることができるよう、保護者の皆様とともに子どもたち

の成長を支えていきます。 

※3/7(月)に予定していた「お別れ会」は 

 2/28(月)に日程変更しています。 



１月のご意見・ご要望はありませんでした。何かございましたら、いつでもお声掛けください。 

今年度、にじいろでは昨年度に引き続き『幼児期にふさわしい生

活の在り方～やってみよう！の気持ちが続く環境構成と援助』をテ

ーマとして研究を進めています。 

幼児クラスでは空き箱やダンボールの他にもカップやラップの

芯などの様々な廃材を組み合わせ、自由な発想で制作を楽しんでい

ます。箱に好きな絵を描いたり色をつけたりするところから始ま

り、経験を重ねていくことで作りたいもののイメージを友達と共有

しながら「これを作るには何がいるかな？」と自分たちで必要なも

のを考えられるようになってきました。また、年長組が部屋全体を

使ってダンボール制作をしている姿を見て「自分たちもやってみた

い！」とハサミやダンボールカッター、ガムテープなどの扱い方が

難しい道具を使ってみようとする様子も増え、遊びの幅が広がって

います。今後も子どもの思いに寄り添い「わからないからできない」

ではなく「難しいけどやってみたい！」と一人一人が意欲を伸ばせ

るような保育を目指していきます。

12月 25日から幼稚園児が冬休みに入り、保育園児のみの登園となりました。冬休み期間には、

3～5 歳児が交わり、2 クラスに分かれる異年齢活動を行いました。年上の子が、困っている年下

の子に声を掛け助けたり、年下の子が年上の子の遊びに興味をもって関わったりと異年齢ならでは

の関わりがたくさん見られました。各年齢のクラスでは難しいと諦めてしまうようなことも、異年

齢で「身近なお兄さんお姉さんがやっているから頑張ってみる」「年下の子に頼られることで自信が

つき挑戦してみる」などお互いに影響し合いながら楽しんで過ごすことができました。この冬休み

期間で、小さな子に優しく接する気持ち、年長児への憧れから自分で頑張ってみようとする気持ち

など、色々な面での成長が感じられました。

異年齢活動の様子 

～「やってみたい」の気持ちが続く保育をめざして～ 


